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検討部会（ワーキングチーム）について

① 検討部会設置目的

 第３次芦屋市地域福祉計画（以下，第３次計画）を市民の方が主体となった計画にするため

に，市民会議を開催しました。その会議で地域の課題が解決された「理想の姿」を実現するた

めの条件や活動を話し合い，企画書を作成しました。 

作成された「第３次計画市民会議の提案（企画書）」や「市民意識調査の結果」，「第２次芦屋

市地域福祉計画の進捗状況と課題」などをふまえ，第３次計画において重点的，先導的に取り

組むべきテーマを決定します。 

② 位置づけとメンバー構成 

 検討部会は，「芦屋市地域福祉計画策定委員会設置要綱」第７条に基づく「ワーキングチー

ム」として設置します。 

 要綱では，ワーキングチームの構成員を策定委員会の委員または委員以外の人から委員長が

指名することとされており，策定委員会委員，市民会議メンバーの有志の方々に加え，幅広い

世代や立場の市民等に参加を呼びかけていきます。 

③ 検討の方法 

取り組むべきテーマとして「第３次計画市民会議の提案」から以下の２つのテーマを設定し，

チームに分かれて検討をすすめます。 

④ スケジュール

 概ねの流れ 

６月 第１回全体会議を開催し，テーマの設定とチームづくり 

    ＜テーマ＞・あしや玉手箱…情報の活用と発信方法について検討 

         ・スマートおせっかい，ワーカー登録（ひとり一役 Part2）

↓

チームごとに協議 

↓

７月  協議の途中経過を保健福祉フェアで発表 → 市民に検討部会への参加の呼びかけ 

↓

引き続きチームごとに協議 → 報告する内容の検討 

↓

８月  第２回全体会議を開催し，協議事項の共有と策定委員会への報告のとりまとめ 

↓

（９月 第３回策定委員会で報告） 


